
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 113 

令和５年度 理科 

 

教科 理科 科目 物理 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 「物理」 （数研出版） 

副教材等 リードα物理基礎・物理（数研出版） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・授業では、課題に対して、今までの自分の経験と学んだことを使って、自ら考え、周りの人と協

働で考える活動を行います。 

・授業を受けながら、黒板を写すのではなく、自分なりのメモを取りながら必要な情報を適宜取る

ようにしましょう。 

・問題集の問題を解く事で自分に知識がどれほど身についたのかを確認します。解答の後、自分で

答え合わせもしてください。もし、分からないときは、解答を見て良いですが、ただ覚えるので

はなく、答えを導く仕組みを理解して確認するようにしましょう。 

 

 

２ 学習の到達目標 

１） 日常生活や社会との関連を図りながら物体の運動と様々なエネルギーへの関心を高め、物理学の基

本的な概念や原理・法則を学び、身につけている。 

２） 目的意識を持って観察などを行うことで物理学的に探究する能力や取り組み方を習得している。 

３） 科学的な見方や考えようとする姿勢が身についている。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

日常生活や社会との関連を

図りながら、物体の運動と

様々なエネルギーについて

理解するとともに、科学的

に探究するために必要な観

察、実験などに関する基本

的な技能を身に付けるよう

にする。 

観察、実験などを行い、科学

的に探究する力を養う。 

物体の運動と様々なエネルギ

ーに主体的に関わり、科学的

に探求しようとする態度を養

う。 

 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１

学

期 

 

第

１

編 

 

第

１

章 

 

平

面

内

の

運

動 

１．平面運動 a:・変位と移動距離の違いを理解

している。 

・加速度は速度の時間変化を表

すものであり、ベクトル量であ

ること、またその求め方を理解

できている。 

b:・動く観測者から見た場合の、

観測者と同じ平面上を動く物

体の運動のようすを説明でき

る。 

c:・平面運動をしている物体の速

度や加速度、相対速度などの表

し方について学ぶ意味を理解

しようとしている。 

 

 

 

 

定期考査 定期考査 自由課題 

２．落体の運動 a:・水平投射は鉛直方向には自由

落下、水平方向には等速直線運

動をしていることを理解し、適

切に式を運用できる。 

・斜方投射は鉛直方向には鉛直

投げ上げ、水平方向には等速直

線運動をしていることを理解

し、適切に式を運用できる。 

b:・斜方投射の運動のようすを、

鉛直方向と水平方向に分けて

説明できる。 

・斜方投射について、水平到達

距離の式の意味を理解し、説明

することができる。 

c: 落体の運動、特に水平投射、

斜方投射について、物体の運動

はどのようになっているか理

解しようとしている。 

 

 

 

 

定期考査 定期考査 自由課題 



 

※令和４年度以降入学生用 

第

２

章 

 

剛

体 

１．剛体にはたらく 

力のつりあい 

a:・力のモーメントについて理解

している。 

・剛体のつりあいでは、並進運

動をしない条件と回転運動し

ない条件が必要なことを理解

している。 

b:・力のモーメントの式を理解

し、うでの長さが異なるときに

はたらく力の大きさについて

考察できる。 

・剛体にはたらく力がつりあう

ための 2つの条件を理解し、は

たらく力の間の関係について

説明できる。 

c:・剛体のつりあいには、並進運

動しない条件だけではなく、回

転運動をしない条件が必要な

ことを理解しようとしている。 

 

 

定期考査 定期考査 自由課題 

２．剛体にはたらく力の 

合力と重心 

a:・剛体にはたらく複数の力の合

力を求めることができる。 

・偶力のモーメントを求めるこ

とができる。 

・与えられた剛体（または物体

系）の重心を求めることができ

る。 

・剛体の転倒する条件を理解し

ている。 

b:・剛体の転倒する条件を理解

し、重心の位置と転倒のしやす

さの関係を説明できる。 

・剛体の傾く条件を説明するこ

とができる。 

・力のモーメントの基準点を適

切な位置にとり、剛体の転倒に

ついて考えることができる。 

c:・剛体が傾く条件や転倒する条

件を理解しようとしている。 

 

 

 

 

 

定期考査 定期考査 自由課題 



 

※令和４年度以降入学生用 

第

３

章 

 

運

動

量

の

保

存 

１．運動量と力積 a:・運動量と力積について、求め

方を理解している。 

・運動量の変化は、その間に物

体が受けた力積に等しいこと

を理解している。 

・直線運動の場合だけでなく、

平面運動での運動量と力積と

の間に成りたつ関係式をベク

トル図から考えることができ

る。 

b: ・運動量の変化と力積の関係

の式から、物体が受ける力積と

平均の力の大きさについて説

明することができる。 

c: ・物体の運動について、運動

量と力積を用いて理解しよう

としている。 

定期考査 定期考査 自由課題 

２．運動量保存 a:・直線運動、平面運動における

運動量保存則を式で表現する

ことができる。 

b:・運動量保存則が成りたつ条件

を説明することができる。 

c:・身のまわりにある物体どうし

の衝突の際に、衝突の前後で変

わらない量があり、それが運動

量であること、また運動量が衝

突の前後で保存する条件を理

解しようとしている。 

定期考査 定期考査 自由課題 

３．反発係数 a:・反発係数の式を用いて、衝突

する物体の運動を調べること

ができる。 

・弾性衝突以外の衝突では、力

学的エネルギーが保存されな

いことを理解している。 

b:・反発係数と運動量、力学的エ

ネルギーの関係を説明するこ

とができる。 

・運動量保存則と反発係数の式

から物体の速さを求め、物体の

運動を説明することができる。 

c:・弾みやすいかどうかを定量的

に表すのが反発係数であると

いうことを理解しようとして

いる。 

定期考査 定期考査 自由課題 



 

※令和４年度以降入学生用 

 第 

４ 

章 

 

円

運

動

と

万

有

引

力 

１．等速円運動 a:・等速円運動をしている物体の

回転の速度、角速度、周期、回

転数の諸量の定義が理解でき

ている。 

・等速円運動するのに必要な向

心力を理解し、運動方程式を立

てられる。 

b:・等速円運動の中心方向の運動

方程式から、物体の運動を考え

ることができる。 

・一定の半径で等速円運動する

物体の速さと物体にはたらく

向心力の大きさの間の関係を

説明できる。 

c:・等速円運動する物体には、ど

のような力がはたらいている

かを理解しようとしている。 

定期考査 定期考査 自由課題 

２．慣性力 a:・慣性力を含めたつりあいの式

を立てることができる。 

・遠心力が慣性力の一種である

ことを理解し、遠心力を含めた

つりあいの式を立てることが

できる。 

b:・慣性力とその他の力の違いに

ついて理解し、説明できる。 

・遠心力を用いて、円運動する

物体にはたらく力のようすを

考えることができる。 

c:・電車などの乗りものが急発進

をしたり、急ブレーキをかけた

りするとき、車内の人に現れる

力の原因について、理解しよう

としている。 

 

 

 

 

 

 

 

定期考査 定期考査 自由課題 



 

※令和４年度以降入学生用 

  ３．単振動 a:・単振動の変位、速度、加速度

の式、運動方程式を理解してい

る。 

・ばね振り子や単振り子の周期

を表す式を導く過程を理解し、

周期や振幅、最大の速さなどを

求めることができる。 

b: ・単振り子の周期の式を用い

て、重力加速度の大きさが異な

る場所での運動のようすを考

えることができる。 

・ばね振り子や単振り子の周期

の式を用いて、周期と質量や周

期と糸の長さの間の関係につ

いて説明できる。 

c: 往復運動の一つである単振動

について、運動の最中、速度や

加速度がどのように変化して

いるか、また周期はどのように

すれば変化するのかというこ

とを理解しようとしている。 

定期考査 定期考査 自由課題 

４．万有引力 a:・ケプラーの法則や万有引力の

式を理解している。 

・万有引力の位置エネルギーの

式を用いて、力学的エネルギー

保存則の式を立てることがで

きる。 

b:・万有引力の式を用いて、異な

る惑星の表面上での重力加速

度の大きさを比較することが

できる。 

・静止衛星とは何かを理解し、

衛星の高度と周期の間の関係

を説明できる。 

・だ円運動する惑星の運動につ

いて説明できる。 

・無限遠を基準とした万有引力

の位置エネルギーについて説

明できる。 

c:・惑星や人工衛星が万有引力に

よって運動を続けていること

や、その運動のようすについて

理解しようとしている。 

定期考査 定期考査 自由課題 



 

※令和４年度以降入学生用 

２

学

期 

第

２

編 

 

第 

１ 

章 

 

気

体

の

エ

ネ

ル

ギ   

ー

と

状

態

変

化 

１．気体の法則 a:・ボイル・シャルルの法則、理

想気体の状態方程式を用いて、

状態変化後の気体の圧力、体

積、絶対温度を求めることがで

きる。 

b:・気体の圧力、体積、絶対温度

の間の関係について理解して

いる。 

c:・気体の圧力や体積、温度を変

えるとき、これらの関係を理解

しようとしている。 

定期考査 定期考査 自由課題 

２．気体分子の運動 a:・気体が熱運動して壁などの面

に力を及ぼすことから圧力の

大きさを表す式を導くことが

でき、気体分子の平均運動エネ

ルギーが絶対温度と関係ある

ことを理解している。 

b:・分子の運動量の変化、壁が受

ける圧力を考察し、理想気体の

分子の速度と圧力の関係や平

均運動エネルギーと絶対温度

の関係を説明できる。 

c:・気体分子がもっている質量、

速度、運動量などのミクロな量

と、気体の圧力などマクロな量

がどのような関係にあるか理

解しようとしている。 

定期考査 定期考査 自由課題 

３．気体の状態変化 a:・単原子分子理想気体の内部エ

ネルギーについて理解し、気体

の状態変化を、それぞれ p－Ｖ

図や式で表すことができる。 

・気体のモル比熱や熱機関のモ

デルとして、サイクルの状態変

化を理解し、熱効率を求めるこ

とができる。 

b:・気体の状態変化と気体がされ

た仕事、熱機関のしくみについ

て説明できる。 

・定積モル比熱と定圧モル比熱

の違いを理解し、2つの間の関

係について説明できる。 

c: ・気体が状態変化をするとき、

エネルギーはどのようになる

のかを理解しようとしている。 

定期考査 定期考査 自由課題 



 

※令和４年度以降入学生用 

 第 

３ 

編 

 

第 

１ 

章 

 

波

の

伝

わ

り

方 

１．波と媒質の運動 a:・波が伝わるようすを、グラフ

で表現することができる。 

b:・水面を伝わる波の発生条件に

ついて説明できる。 

・横波と縦波の違いについて説

明できる。 

c:・身近な波の現象に興味をも

ち、波の発生原理や基本事項に

ついて理解しようとしている。 

定期考査 定期考査 自由課題 

２．正弦波の式 a:・位相のずれや進行方向の違い

なども考慮して、正弦波の式を

正しく表すことができる。 

b:・正弦波の式に x=0 を代入した

式について、それが何を表す式

かを説明することができる。 

c:・正弦波を数式で表す方法につ

いて理解しようとしている。 

定期考査 定期考査 自由課題 

３．波の伝わり方 a:・水面波の干渉で強めあう点と

弱めあう点の条件や波の反

射・屈折の際に、どのような法

則があるかを理解している。 

b:・2 つの波源から出た波が、強

めあう条件と弱めあう条件を

説明することができる。 

c:・波の干渉や反射、屈折、回折

などの波の伝わり方に興味を

もち、理解しようとしている。 

定期考査 定期考査 自由課題 

 第 

２ 

章 

 

音

の

伝

わ

り

方 

１．音の伝わり方 a:・音の干渉について、音が強め

あう条件と弱めあう条件を理

解している。 

・うなりについて、音の干渉の

知識を用いて定量的に扱うこ

とができる。 

b:・音を伝える際、空気などの媒

質が必要であることを説明で

きる。 

・冬の良く晴れた夜に遠くの音

がよく聞こえる理由を説明す

ることができる。 

c:・音が関係する現象に興味をも

ち、音の性質と音の伝わり方に

ついて理解しようとしている。 

 

 

定期考査 定期考査 自由課題 



 

※令和４年度以降入学生用 

  ２．音のドップラー効果 a:・ドップラー効果の式を用い

て、観測者が聞く音の振動数を

求めることができる。 

b:・音源が特定の時間だけ音を出

す場合のドップラー効果につ

いて、観測者が音を観測する時

間を考えることができる。 

・運動している音源から出た音

の波長が、音源の前方と後方で

どのように変化するかを説明

することができる。 

・観測者が動く場合（音源は静

止）のドップラー効果がなぜ起

きるか説明することができる。 

・ドップラー効果を利用した簡

易スピード測定の原理につい

て考えることができる。 

・音源が等速円運動をする場合

のドップラー効果について、そ

の周囲で音がどのように変化

するかを考えることができる。 

c:・身近な現象である音のドップ

ラー効果に興味をもち、なぜそ

のような現象が起こるか理解

しようとしている。 

定期考査 定期考査 自由課題 

３ 

学

期 

第 

３

章 

 

光 

１．光の性質 a:・光は進んでいくとき、反射、

屈折、分散、散乱を行うこと、

またその際にどのような法則

が成りたっているのかを理解

している。 

b:・光が 2つの媒質の境界面で屈

折するようすの図から、どちら

の媒質のほうが光が伝わるの

が速いか判断できる。 

・プリズムで白色光が分散する

理由を説明することができる。 

・晴れた日の昼の空が青く、夕

焼けが赤く見える理由を説明

することができる。 

c:・光が関係する現象に興味をも

ち、光についての基本事項と光

の進み方について理解しよう

としている。 

 

定期考査 定期考査 自由課題 



 

※令和４年度以降入学生用 

  ２．レンズと鏡 a:・レンズと鏡によって生じる像

を作図することができる。ま

た、写像公式を理解し、像ので

きる位置や像の大きさなどを

求めることができる。 

b:・凸レンズによりスクリーン上

に実像ができているとき、レン

ズの上半分を黒い紙でおおう

と像がどうなるかを説明する

ことができる。 

・凸レンズの焦点距離の外側に

物体（光源）を置くと、どのよ

うな像が生じるか説明するこ

とができる。 

・凸面鏡が、平面鏡よりもカー

ブミラーに適している理由を

説明することができる。 

・鏡に全身が映るための条件を

考えることができる。 

c:・レンズや鏡に興味をもち、そ

れによってどのような像がで

きるかについて理解しようと

している。 

定期考査 定期考査 自由課題 

３．光の干渉と回折 a:・ヤングの実験、回折格子、薄

膜、くさび形空気層、ニュート

ンリングのそれぞれの光の干

渉条件を理解している。 

b:・回折格子の実験で波長や格子

定数の変化による明線間隔の

変化を説明することができる。 

・ヤングの実験で光が強めあう

ときの条件を説明することが

できる。 

・媒質の屈折率と光路長の関係

を説明することができる。 

・くさび形空気層の平面ガラス

に力を加えたときの縞の変化

について説明することができ

る。 

c:・しゃぼん玉や CD・DVD が色づ

いて見えることについて興味

をもち、光の干渉や回折の現象

を理解しようとしている。 

定期考査 定期考査 自由課題 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 


